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（訂正）平成20年３月期決算短信の一部訂正に関するお知らせ 

 
この度、当社の平成20年３月期決算短信につきまして、下記のとおり、一部訂正を要する事が判

明いたしましたので、お知らせいたします。 
また、これに伴いまして第51期有価証券報告書につきましても、一部訂正を要する事となりまし

たので、併せてお知らせします。 
株主の皆様をはじめ、関係各位に多大なるご迷惑をお掛けしますことを、ここに謹んでお詫び申

し上げます。 
 

記 
 
（１）訂正の内容 
   当社は平成20年３月期の連結損益計算書におきまして、「持分変動差額」83,810千円を特別
損失として計上しておりましたが、この度、当該金額は377千円であった事が判明いたしまし
た。これに伴いまして、平成20年５月15日に発表いたしました「平成20年３月期決算短信」及
び平成20年６月30日に提出いたしました「平成20年３月期（第51期）有価証券報告書」の一部
を訂正する事となりました。 
現在、訂正内容及びその範囲につきまして、確認作業を全力で進めている最中であり、平成

20年３月期の決算短信及び有価証券報告書の訂正につきましては、今月末を目処に行う予定で
す。また、会社法に基づく連結計算書類等につきましては遡及的訂正を行わず、平成21年３月
期（第52期）において過年度訂正として処理し、来年の定時株主総会において、株主の皆様に
ご報告する予定です。 
なお、本件訂正により、平成20年３月期の連結損益に与える影響額は以下のとおりです。ま
た、連結純資産額及び個別の損益及び純資産額に与える影響はございません。 

   
 訂正前（A） 訂正後（B） 差異（B）-（A） 
特別損失 
（うち持分変動差額） 

492,639千円 
（83,810千円） 

409,206千円 
（377千円） 

△83,432千円 
（△83,432千円） 

税金等調整前当期純利益 83,592千円 167,025千円 83,432千円 
当期純利益 △52,761千円 30,671千円 83,432千円 

 
（２）訂正の理由 
   当社グループでは、前期から業務運営のさらなる効率化を図る事を目的として、グループ内
の事業再編を進めてまいりました。当該事業再編に伴い、グループ内子会社の持分比率が都度

変動しており、会計上の「持分変動差額」が発生しており、当該金額の計算は複雑であるため

会計監査人とも確認の上算出しております。 
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かかる手続のもと、平成20年３月期決算の段階では、同期間中に発生した持分変動差額を合
計で83,810千円の損失として計算し特別損失として計上いたしました。今般、当第１四半期決
算の作業過程で当期発生した持分変動差額を平成20年３月期決算短信と同様に計算したとこ
ろ、今度は120,391千円の持分変動利益となりました。 
当第１四半期におきまして、子会社を売却した訳ではなく事業再編により持分が若干変動し

ているだけにも係らず、上記損益金額（前期：△83,810千円、当期120,391千円）が、当社の
損益規模と比較すると大きくなってしまう事から当社内において疑義を抱き、会計監査人と再

度協議した所、一部会計上の仕訳が漏れていた事が判明いたしました。 
これは、事業再編に伴う持分変動差額の算出にあたっては、①グループ内で事業を承継した

会社の持分比率の変動についての計算、及び②グループ内で移動した事業の持分比率の変動に

ついての計算の両方を行わなければならなかったところ、当社の当該会計処理に係る認識不足

から、平成20年３月期決算短信における持分変動差額の処理を上記①のみで行っていたため、
②に係る処理が漏れていたためであります。 
この結果、前期の持分変動差額から計算し直す必要が生じ、前期に遡って上記①及び②の処

理で厳密に計算をし直した所、前期の持分変動損失は377千円、当第１四半期の持分変動利益
は35,391千円であるという結論に至ったものでございます。 
 

（３）第１四半期決算短信及び四半期報告書について 
   平成21年３月期の第１四半期決算短信及び四半期報告書につきましては、予定どおり、平成
20年８月14日に発表する予定ですが、上記のとおり、平成20年３月期の決算を訂正する事に伴
いまして、前期実績数値等の訂正を行う必要があるため、第１四半期決算短信及び四半期報告

書につきましても、今月末を目処に訂正し開示する所存です。 
なお、本件訂正により、平成21年３月期の業績に与える影響はございません。 

 
以 上 


